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【コ メ ン ト】
「江戸 時代 の政治 ・イデオ ロギー制度 にお ける





い。まず、近世社会における神社 ・神職の在 り方を見るには、これに対置 される寺院 ・僧侶に
対する幕府の政策を見てお くことが必要である。これにより、神社、神道の地位がより明確に
なり、両者を併せてはじめて近世社会における幕府の宗教政策の方向が理解 されるか らである。
身分制の問題 としても、僧侶身分が近世初頭より比較的明確化 され安定 していたのに対 し、神
職身分は不確定の部分も多かった。近世社会における宗教者内部の差異の問題解明は重要な視
点であるし、近年、著 しく進んだ周縁的身分の様々な有 り様からも、宗教者の範囲は広 く、そ
れぞれの在野の宗教者が本所に編成されてい く過程など、宗教者をめぐる身分の問題は重要で
ある。




中 世寺 院 と国 家
日本の中世社会においては黒田俊雄氏による権門体制論(黒 田俊雄 『日本中世の国家 と宗教』
岩波書店、1975年)の 提唱以来、公家 ・武家 ・寺社の権門の並立状況は周知のものとなって
いるが、寺社権門と公家 ・武家 との違いや関係性の特質については十分解明されているとはい
えない。中世 といっても前期(院 政 ・鎌倉時代)、 と後期(南 北朝 ・室町時代)に おける寺社
権門の在 り方の変質についても問題であるし、戦国 ・織豊期の寺社の評価など、未だ議論は続
いている。また、寺社が単なる巨大領主であるだけでなく、信仰の中心であり、イデオロギー




た。 しかし、院政期から鎌倉期にかけて大衆勢力が力を持った延暦寺 ・園城寺 ・興福寺 ・東大


















こうした顕密諸宗の寺社勢力の展開に対 して、鎌倉 時代末から 「禅律僧」が公武の支持を得
て台頭 し始めた。大陸からの禅の伝法を標榜する禅僧 と戒律を重視する律僧はのちに宗派的に




朝時代以降、京都 ・鎌倉には五山官寺制が引かれ、南禅寺 ・天龍寺 ・相国寺といった寺院が顕













国寺の西笑承兌(さ いしょうじょうたい)・ 閑室元佶(か んしつげんきつ)・ 南禅寺の以心崇















りも、教学の研鑚が重視 されてい く傾向があった。中世のように著 しい密教修法への重視はな
























吉 田神 道 の展 開
次に江戸時代における神道 ・神職の在 り方についてみてい く。ここでは近年の研究動向を踏
まえ、近世社会における吉田神道のもつ意味合いを、幕府による寺社支配の立場と地域社会の
中における、神職と吉田神道の関係を見ていく。





よる吉田神道の宣布 と神祇管領頂上の自称 により、活発な神号 ・神位の授与、神職の任命を行
い、その地位 を上昇 させた。吉田兼見の弟、神龍院梵瞬は慶長2年(1597)頃 から、徳川家







され る。 このような経過からも、吉田家の実質的な優位は続 き、これ故、先の寛文5年 の諸社
祢宜神主法度のなかで吉田家の神職に対す る許状が認 められるのである(間 瀬久美子 「幕藩制



























の府中八幡宮の支配を認めた。 このよ うに神職達 と吉田家との結びつきは、神職の身分意識を
助長するものであ り、地域社会における神社間の序列 ・支配関係を左右するものであった(西










田家よりの許状を獲得 していく大きな流れ となった事 も事実である。近世後期の吉田家支配の
進展の背景には、村落内の神職の専業化への欲求が原動力となった。
地域によっては吉田家 と積極的に結びついた神職の動きと、藩による吉田社支配の後援も注









か ら、別枠での身分把握を望んだのである。村落内における神職 ・僧侶 ・百姓の関係性をもと










編成 ・変動、思想的受容者の在 り方 とふ くめ、近世宗教史は考察されなければならないのであ
る。
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